
CJD診断のための髄液H-FABPの検出 

解 説 
 

1. 髄液120検体を用いてH-FABP検出系の再評価を行った。 

2. 古典的CJD54検体では、H-FABPが優位に高く、非定型CJDでも検出され
た。 

3.      本研究で構築したH-FABP検出系はCJDの髄液診断に極めて有用であ
ることが立証できた。 
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